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	応用
	抗原情報
	背景
	CpGメチル化は、胚発生、インプリンティング、およびX染色体不活性化に重要なエピジェネティック修飾です。マウスを用いた研究では、DNAメチル化が哺乳類の発生に必須であることが実証されています。この遺伝子はDNAメチル化酵素に類似した核タンパク質をコードしますが、メチル化酵素活性に必要なアミノ酸残基を含まないため、DNAメチル化酵素として機能するとは考えられていません。しかし、DNAシトシンメチル化酵素3αによるde novoメチル化を刺激し、母性ゲノムインプリントの確立に必要であると考えられています。このタンパク質はまた、ヒストン脱アセチル化酵素1との相互作用を介して転写抑制を媒介します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	DNMT3L マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DNMT3L マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

